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▼
居
場
所
と
故
郷

筆
者
は
、
い
ま
紅
葉
が
進

む
軽
井
沢
に
い
る
。
町
役
場

の
裏
に
位
置
す
る
離
山
は
、

浅
間
山
と
同
じ
く
軽
井
沢
の

ど
こ
か
ら
で
も
見
え
る
丘
の

よ
う
な
山
で
あ
る
。
そ
の
離

山
の
衣
装
も
毎
日
少
し
ず
つ

黄
色
み
や
赤
色
み
を
増
し
て

い
る
。
自
然
も
生
き
物
だ
と

思
え
る
。
庭
先
の
ド
ウ
ダ
ン

ツ
ツ
ジ
は
も
う
す
っ
か
り
深

紅
に
染
っ
て
い
る
。

昨
年
は
、
台
風
19
号
が
こ

こ
に
暮
ら
す
人
々
に
も
大
き

な
負
い
目
を
与
え
た
が
、
今

年
は
そ
れ
も
な
い
。
自
然
に

も
増
し
て
人
間
は
、
生
き
物

で
あ
る
。

本
稿
で
は
一
部
に
は
私
情

の
話
題
も
あ
る
が
、
具
体
例

と
し
て
と
ら
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
筆
者
も

齢
70
年
を
数
え
、
い
ろ
い
ろ

の
こ
と
を
経
験
し
、
い
ろ
い

ろ
の
と
こ
ろ
を
訪
ね
た
。
国

内
ば
か
り
で
な
く
、
海
外
に

も
30
カ
国
ほ
ど
に
、
足
を
踏

み
入
れ
た
。
そ
の
な
か
の
居

場
所
が
、
故
郷
と
も
な
っ

た
。
故
郷
と
い
え
ば
、
宮
沢

賢
治
、
前
回
の
コ
ラ
ム
で
触

れ
た
室
生
犀
星
、
そ
し
て
立

原
道
造
も
上
げ
て
お
こ
う
。

▼
第
一
、
第
二
、
第
三
の

故
郷

筆
者
の
場
合
、
第
一
の
故

郷
は
、
山
形
県
鶴
岡
市
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
、
18
歳
ま
で

暮
ら
し
幼
年
期
か
ら
の
郷
愁

が
あ
る
。
周
囲
が
山
の
中

で
、
自
然
し
か
な
い
と
こ
ろ

で
育
っ
た
。
就
職
の
た
め
、

そ
の
後
は
学
生
と
し
て
千
葉

県
や
東
京
都
世
田
谷
区
に
住

ん
だ
が
ア
パ
ー
ト
住
ま
い
。

変
化
や
、
災
い
を
も
た
ら

す
。
人
工
の
環
境
は
、
日
進

月
歩
で
変
わ
る
。
そ
の
便
利

さ
や
快
適
さ
に
引
き
つ
ら
れ

て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
文
化

環
境
は
、
や
は
り
他
の
二
つ

の
環
境
と
連
動
し
て
作
り
出

す
人
間
の
感
性
に
由
来
の
環

境
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の

環
境
は
、
い
わ
ゆ
る
都
市
と

田
舎
で
は
大
き
な
違
い
が
あ

る
。

▼
第
三
の
故
郷

軽
井
沢
は
、
地
方
都
市
で

あ
る
が
、
東
京
の
影
響
を
受

け
、
浅
間
山
に
抱
か
れ
た
自

然
環
境
が
あ
る
。
明
治
時
代

に
、
こ
の
地
を
訪
ね
た
カ
ナ

ダ
人
宣
教
師
の
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー
・
ク
ロ
フ
ト
・
シ
ョ
ー

が
、
そ
の
環
境
に
注
目
し
て

別
荘
地
開
発
が
始
ま
っ
た
。

軽
井
沢
に
は
企
業
家
や
芸
術

家
な
ど
時
代
を
切
り
開
く
先

進
的
な
人
々
が
滞
在
し
、
い

わ
ゆ
る
文
化
を
定
着
さ
せ
て

き
た
。

音
楽
・
絵
画
・
詩
歌
・
小

説
な
ど
の
多
様
な
芸
術
や
学

術
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
る
。
博
物
館
や
音
楽
ホ
ー

ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
博
物

館
・
美
術
館
）・
講
演
会
ホ

ー
ル
な
ど
の
建
築
施
設
も
多

い
。
人
が
集
ま
れ
ば
、
レ
ス

ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
・
ロ
ッ

ジ
、
そ
し
て
温
泉
の
文
化
も

生
ま
れ
る
。

近
年
で
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と

い
う
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の

取
り
組
み
も
先
進
的
に
行
わ

れ
、
Ｇ
７
の
国
際
政
治
会
議

も
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

経
験
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

相
ま
っ
て
、
自
然
環
境
へ
の

憧
憬
、
人
工
環
境
、
文
化
環

境
の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
軽
井
沢
町
は
自

主
財
源
が
高
く
、
財
政
力
指

数
が
１
・
49
で
、
全
国
の
市

町
村
ラ
ン
ク
で
５
位
で
あ

る
。
町
で
は
、「
健
康
福
祉

の
ま
ち
」
を
掲
げ
、
町
民
の

健
康
増
進
を
進
め
て
い
る
。

「
木
も
れ
陽
の
里
」
に
は
、

町
営
の
温
浴
室
や
運
動
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
、
水
中
運
動
室

を
持
ち
、
特
に
高
齢
者
向
け

の
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
る
。

▼
地
域
資
源
が
故
郷
と
す
る

大
正
３
年
（
１
９
１
４

年
）
生
ま
れ
で
、
昭
和
14
年

（
１
９
３
９
年
）
に
没
し
た

立
原
道
造
は
、
詩
人
で
あ
り

建
築
家
で
あ
っ
た
が
、
24
歳

で
夭
逝
し
た
。
彼
は
、
早
熟

で
あ
っ
た
が
、
５
年
の
短
い

期
間
で
軽
井
沢
を
「
ふ
る
さ

と
」
と
感
じ
取
っ
た
と
い

う
。
軽
井
沢
に
は
、
過
現
未

の
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し

創
り
出
す
魅
力
も
あ
る
。
そ

れ
は
、
居
場
所
を
よ
り
「
故

郷
」と
す
る
環
境
で
も
あ
る
。

の
Ｕ
Ｒ
住
宅
を
セ
カ
ン
ド
ハ

ウ
ス
と
し
て
借
り
た
。
ド
ア

／
ド
ア
で
60
分
と
通
勤
至
便

で
居
場
所
で
は
あ
る
が
、
故

郷
と
は
言
え
な
い
。

い
ま
原
稿
を
書
い
て
い
る

の
は
第
三
の
故
郷
に
な
り
つ

つ
あ
る
軽
井
沢
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
岳
父
か
ら
の
家
で
あ

る
が
、
中
軽
井
沢
の
山
荘
で

あ
り
、
国
道
18
号
線
を
走
る

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
音
も
聞
こ

え
な
い
静
か
な
居
場
所
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
、
10
年
以
上

行
き
来
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
居
場

所
と
故
郷
は
、
明
ら
か
に
違

う
。
故
郷
は
、
時
間
の
経
過

が
必
要
で
、
思
い
出
の
ほ
か

に
私
と
土
地
と
の
相
互
関
係

思
い
出
で
は
あ
る

が
、
故
郷
と
は
言
え

な
い
。
研
究
滞
在
で

イ
ギ
リ
ス
の
テ
ム
ズ

河
の
上
流
の
自
然
豊

か
な
学
寮
に
住
み
、

再
び
自
然
の
大
切
さ

に
気
付
い
た
。
そ
し

て
思
い
切
っ
て
家
族

と
と
も
に
千
葉
市
か

ら
千
葉
県
の
中
房

総
、
外
房
と
呼
ば
れ

る
太
平
洋
側
で
、
名

前
も
岬
町
と
い
う
灯

台
の
あ
る
町
に
、
引

っ
越
し
た
。
灯
台
の

回
転
す
る
ビ
ー
ム
が

人
生
へ
の
指
針
を
与

え
て
く
れ
る
か
と
考

え
た
か
ら
だ
。
こ
こ

に
は
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス

の
家
が
あ
り
、
も
う

25
年
も
暮
ら
す
。
第

二
の
故
郷
で
あ
る
。

大
学
を
定
年
後
、

東
京
の
新
橋
に
事
務

所
を
持
ち
、
通
勤
可

能
な
千
葉
県
松
戸
市

が
い
る
。

▼
三
つ
の
環
境

時
間
の
経
過
は
、

そ
の
地
の
特
徴
を
身

に
着
け
さ
せ
る
。
そ

れ
は
「
環
境
」
で
あ

る
。
環
境
が
「
私
」

を
つ
く
る
。
環
境
に

は
三
つ
あ
る
。
一
つ

め

は
、「

自

然

環

境
」
で
あ
り
、
風
土

と
呼
ば
れ
る
の
も
の

で
、
気
候
や
地
勢
が

関
係
す
る
。
二
つ
め

が
、「
人
工
環
境
」

で
あ
り
、
住
宅
・
交

通
・
情
報
な
ど
の
科

学
技
術
が
作
り
出

す
。
暮
ら
し
や
生
活

の
ス
タ
イ
ル
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
。

三
つ
め
が
、「
文
化

環
境
」
で
あ
る
。

自
然
は
、
私
た
ち

の
力
で
は
変
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
冒

頭
に
述
べ
た
季
節
の

軽井沢高原文庫前の紅葉風景（左）と堀辰雄の軽井沢の山荘（右）

◆環境・エネルギー展
会期：2020年11月25日（水）～ 27日（金）
▷開催方法：オンライン▷主催：株式
会社エボルト/問合せ先：https://ener
gy.evort.jp/

◆ENEX2021 第45回地球環境とエネルギ
ーの調和展（Energy and Environment 
Exhibition）／ DER Japan 2021(Distri
buted Energy Resources Japan)
会期：2020年12月9日（水）～ 11日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
東京ビッグサイト西2ホール＆会議棟

（東京都江東区有明3-11-1）▷主催：
ENEX＝一般財団法人省エネルギーセン
ター／ DER Japan＝ 株式会社JTBコミ
ュニケーションデザイン/問合せ先：
展示会事務局03-5657-0762（JTBコミュ
ニケーションデザイン内）

◆第15回再生可能エネルギー世界展示会
＆ フ ォ ー ラ ム RENEWABLE ENERGY 
2020
会期：2020年12月9日（水）～ 11日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
東京ビッグサイト南1・2ホール（東京
都江東区有明3-11-1）▷主催：再生可
能エネルギー協議会/問合せ先：展示

会事務局03-5297-8855（シ－・エヌ・
ティ内）

●第37回太陽光発電シンポジウム「再エ
ネ型経済社会」の創造・コロナ禍を乗
り越えて～ユーザーと考える太陽光発
電の普及へ～
会期：2020年11月10日（火）～ 11日（水）
▷開催時間：10：00 ～ 17：30▷開催
方法：オンライン▷定員：400名▷参
加費：セッション券＝2,000円／ 1日
券＝5,500円（全て税込）▷申込先：htt
ps://eventregist.com/e/ngzz1YBKki
cf▷主催：一般社団法人太陽光発電協
会/問合せ先：事務局jpea.secretari
at@event-info.jp

●RE-Users 第3回オンラインセミナー：
環境価値とトラッキングシステム
会期：2020年11月10日（火）▷開催時
間：15：00 ～ 16：00▷開催方法：オ
ンライン（Zoom）▷申込先：https://
zoom.us/webinar/register/WN_DEcF_
I6MQDSkWwbr6KX7oA▷参加費：無料（要
事前登録）▷主催：公益財団法人自然
エネルギー財団

●英弘精機・環境計測 セミナー「熱関連
機器セミナー」
会期：2020年11月10日（火）▷開催時
間：13：30 ～ 14：30▷ 開 催 方 法：

Zoomによるリモート開催▷参加費：無
料（事前申込制）▷主催：英弘精機株式
会 社/詳 細・ 申 込：https://eko-
instruments.zoom.us/webinar/regist
er/WN_uc8EVRLmQTKKpEpx0UdPVQ

● 第16日 独 産 業 フ ォ ー ラ ム2020
（JGIF2020）ドイツのエネルギー転換

におけるビジネスチャンス
会期：2020年11月10日（火）～ 13日（金）
▷開催時間：＜セミナー＞10日・11日
＝14：00 ～ 18：00 ／＜希望者による
個別ミーティング＞12日・13日＝15：
00 ～ 18：00▷開催方法：オンライン
▷参加費：無料（事前申込制）▷主催：
ドイツ貿易・投資振興機関（Germany
Trade & Invest）/詳 細・ 申 込：htt
ps://www.jgif2020.com/?lang=ja

●四国「自然・水素エネルギー」ビジネ
スフォーラム
会期：2020年11月17日（火）▷開催時
間：13：00 ～ 17：00（受付開始12：30
～）▷開催方法：現地開催（主会場と副
会場をリモートで結ぶ）・Web開催▷会
場：＜主会場＞徳島グランヴィリオホ
テル グランヴィリオホール（徳島市万
代町3-5-1）／＜副会場＞香川県産業技
術センター 研修室3階（高松市郷東町
587-1）・愛媛県生活文化センター 第
一研修室2階（松山市北持田町139-2）▷

ラ イ ブ 配 信URL：https://www.youtu
be.com/watch?v=w3RcJ0iDuE8▷ 参 加
費：無料（現地参加は事前申込制、Web
経由は申込不要）▷問合せ：徳島県危
機管理環境部環境首都課自然エネルギ
ー推進室088-621-2260

●日本PVプランナー協会「第8回全国会
員大会」
会期：2020年11月20日（金）▷開催時
間：14：30 ～ 17：00▷ 開 催 方 法：
Zoomによるリモート開催▷参加費：無
料（事前申込制）▷主催：一般社団法人
日本PVプランナー協会/詳細・申込：
http://pv-planner.jp/news/14035.
html

●FCDIC第35回オンラインセミナー
会期：2020年11月25日（水）▷開催時
間：13：00 ～ 17：15▷ 開 催 方 法：
Zoomによるリモートセミナー▷参加
費：会員＝5,000円（非課税）／非会員
＝2万円（税込）／学生＝2,000円（税込）
▷主催：一般社団法人燃料電池開発情
報センター（FCDIC）/問合せ先：03-
6206-0231

●第42回風力エネルギー利用シンポジウ
ム
会期：2020年11月26日（木）・27日（金）
▷開催時間：＜26日・依頼講演など＞
9：30 ～ 17：00 ／＜27日・一般研究

発表＞9：00 ～ 17：00▷開催方法：オ
ンライン▷参加費予定価格：日本風力
エネルギー学会正会員(個人会員/団体
会員)・協賛・後援団体所属者＝2万円
／会員学生・一般学生・個人会員で70
歳以上＝3,000円／一般＝2万5,000円
▷主催：一般社団法人日本風力エネル
ギー学会/問合せ・申込み：https://
jweasympo.confit.atlas.jp/login

◆ESSJ（Energy Storage Summit Japan）
2020 International Conference for
Energy Network・Teaming・innova
tion ～付加価値創造に向けたエネル
ギーのネットワークと協働と革新～
会期：2020年12月8日（火）▷開催時間：
＜コンファレンス＞10：00 ～ 17：30
／＜オンラインネットワーキング＞
18：00 ～ 18：45▷開催方法：オンラ
イン▷参加費：1日券＝2万7,000円／
グループ割引…3点以上ご注文の場合
＝2万4,000円・5点以上ご注文の場合
＝1万8,000円▷内容詳細：https://
essj.messe-dus.co.jp/jp/attend/ben
efitsofparticipation▷主催：株式会
社メッセ・デュッセルドルフ・ジャパ
ン/問合せ先：03-5210-9951

新エネルギー関連
イベントカレンダー（11月～ 12月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会展示会


